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ガラス状態を作 る方法は色々あるが, よく知 られているものに,液体を急冷する方法があ
る｡ しかし実験的に,その速度 (cooling rate) に制限があって,今のところ全ての物
質がガラス状態になるかどうか分っていない｡高分子や共有結合している物質は比鞍的 ガ
ラス化 Lやすいが,アルゴン等の不活性気体や単純金属等のように,その構成粒子が丸い











千 (又はイオン)集合体 として近似 される5)｡
Qh'(r)- e(チ)n- α ,5 exp(-γr)
8,0,a> 0, n> 3,r- 0+
(1)
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子数 32一ヶを中心にして,粒子数依存性を見る為に 108ケも若干調べた. initialcond-
itionとしては固体の fcc構造を用い,高密度 fluid dlaSe (snperCOOled liquid
及び glassy state) は上の結果として得られた液体をある時刻 tで(i)全ての粒子の速




(約50-60ステ ップが固体のEinsteinfrequency の逆数に相当する｡ ) 32ケの粒
子系にっいての計算機実験の結果は,状態方程式,拡散係数 (後述 )等について他のグ/レ
-ブによって行われた500ケ の系の結果とほぼ同一の値を得た｡この事は, 32ケの粒子
数でも,粒子に働 く力 を正 しくとり入れれば,大きい粒子の系 とそれ程違わない結果を得
ることが出来ることを示 しているものと界われる｡
又 fluidphaseは凝固点より充分高密度側にも存在する｡ この号とは後述の拡散係数の
盾′からN-32のこ-の系はガラス状態になり得ることを示 している｡ ところで softcore
モデルの拡散係数は scalingによって
D - 0(笠 )y2伝 )% Bn･(p米, (5)
で与えられ,I)n(p米)は β米だけの関数 となるo 計算機実験の結果から n==12の拡散
Li:■ウ
係数Sn(p米)は pf米= 1･35で急激に小さくなるこ･とが示 - る5)o このことは,上
記状態方程式の結果 と合わせて考えると,状態がpf米= 1･35を境LTLて, 鞍体又は過
冷却液体から,ガラス状態に転移 したものと思われる｡ これまでのべて来たのは全て~N-
32の系についてのそれであるが,その後N-108ケにっいて同様のことを行ってみると,
準体,固体 (結晶 )に関する即 はほとんど粒子数依存性が見 られなかったが,pf米≧ 13
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